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1 　問題の所在

カリフォルニア州は全米の中でも移民や最近渡
米してきた子どもが多く，とりわけ公立学校を中
心に英語能力が不十分な「英語学習者（English 
Learner, 以下 EL 生徒）」1）に対して様々な教育プ
ログラムが提供されてきた．特に，英語と子ども
の母語を教育活動に活用したバイリンガル教育プ
ログラムは長い歴史がある．1968 年に言語マイ
ノリティの子どもの教育機会を保障する目的で，

「二言語教育法（Bilingual Education Act）」が成立
し，それ以来児童生徒の母語と英語の両方を使用
した様々な形態のバイリンガル教育プログラムが
実施されてきた 2）．バイリンガル教育プログラム

の長い歴史のあるアメリカでは，教育現場での実
践や指導アプローチ，理論，カリキュラム，アセ
スメントに関する研究が蓄積され，EL 生徒を対
象とした教育プログラム（以下，従来の教育プ
ログラム）が発達してきた（Crawford, 1992=1994;  
Crawford , 1999 ;  Cummins , 2000 ;  Freeman & 
Freeman, 2001;  小林，2008;  Garcia, 2009;  California 
Department of Education, 2010;  中島 2010;  Baker & 
Wright, 2017）．他方，従来の教育プログラムはア
メリカに来たばかりの英語学習者や学校教育にブ
ランクがあり学習が大幅に遅れてしまっている生
徒，年齢の高い生徒（高校卒業年齢をすでに超
えてしまっている青年），年度の途中にアメリカ
にやってきた生徒のニーズに適していないとの
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指摘がある 3）．従来の教育プログラムでは対応し
きれないこうした生徒を対象とした教育プログ
ラムに「ニューカマー・プログラム（newcomer 
program）」がある．ニューカマー・プログラムは
公教育の一環として行われていて，通常の学校教
育との橋渡しという性質があり，通常最長 18 ヶ
月まで在籍できる．基礎的な英語や主要教科で遅
れをとっている内容を補ったり，アメリカの学校
に慣れるための指導を行ったりする．主要教科内
容の学習は，英語で行っている場合もあれば，生
徒の母語で行っている場合もある．英語で行う場
合は，内容を噛み砕きわかりやすい英語を使って
指導する．ニューカマー・プログラムで初めて読
み書きの指導を受ける生徒も少なくない（バト
ラー，2016; 295）．

本稿では，従来の教育プログラムとは異なるオ
ルタナティブな教育支援として，近年増加してい
るニューカマー・プログラムに着目し，ニューカ
マー・プログラムとはどのようなプログラムなの
か，従来の教育プログラムとどうのように異なり，
どのような役割と課題があるのかについて考察し
たい．

2 　調査対象と方法

本稿では，ニューカマー・プログラムの文献
調査に加え，カリフォルニア州サンフランシス
コ統合学区（San Francisco Unified School District, 
SFUSD）で実地調査を行った結果を報告する．
さらに，サンフランシスコ・チャイナタウンに位
置し，中国系児童に対してニューカマー・プログ
ラムを実施している Y 小学校 4）を事例に検討す
る．調査方法は，筆者がサンフラシスコ・ベイエ
リアに滞在した 2018 年 9 月〜 2019 年 2 月の間
に行った SFUSD 教育行政機関等の担当者に対す
る教育政策や教育プログラムについてのインタ
ビュー調査，事例とした小学校への訪問調査や授
業見学，アフタースクール・プログラムへの参加，
教職員，管理職への半構造化インタビューに基づ
く．インタビューは調査の趣旨を説明し，本人の
同意を得た上で IC コーダーに録音した．後に録
音結果を文字に起こした上で，分析ならびに本稿

への引用に用いた．

3 　ニューカマー・プログラムの概要と現状

3.1 　ニューカマー・プログラム設立の背景と
ニューカマー生徒
「ニューカマー生徒（newcomer student）」は英

語力が全くない，あるいはほとんどない新規にア
メリカにやってきた生徒で，かつ出身国での正規
の学校教育の機会が限られていた子どもが少なく
ない．こうした生徒のニーズは，通常 EL 生徒に
英語だけで指導を行う「第二言語としての英語

（English as a Second Language, ESL）」プログラム，
あるいはバイリンガル・プログラム 5）では必ず
しも対応できないと指摘されている．そのため，
ニューカマー・プログラムが新たに提供されるこ
とになった．ニューカマー・プログラムの目的は，
ニューカマー生徒の英語能力向上のみならず，彼
らがアメリカの学校システムに慣れるのを助け，
ニューカマー生徒に学校が期待することや学校教
育の恩恵について理解させることで，ニューカ
マー生徒のニーズと正規の教育支援プログラムの
橋渡しをすることである（Short, 2009）．

では，ニューカマー生徒とはどのような生徒な
のか．ワシントン DC に本部を置く応用言語セ
ンター（Center for Applied Linguistics, CAL）の報
告書 6）によれば，中等教育段階のニューカマー
生徒は 4 つのグループに区分できる（Short & 
Boyson, 2012）．4 つのグループは，「第一言語のリ
テラシー（読み書き能力）」，「学年相当の教科内
容の知識」，「英語のリテラシー発達」の 3 つの観
点〈表 1〉と本人のそれまでの学校教育経験にも
とづき導き出された．次の（a）〜（d）の 4 つのグ
ループである．

（a） 母語 7）で完全な学校教育経験があるニュー
カマー生徒で，学年レベルのリテラシーを習
得している．

（b） 部分的な学校教育の経験があり，母語のリテ
ラシーを習得している．

（c） 学校教育を中断したあるいは学校教育の経験
が浅く母語のリテラシーを習得していない，
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あるいは学年レベルより低い．
（d） 年度が始まって 3 ヶ月あるいは半年後に入学

したニューカマー生徒．このグループの生徒
は（a）〜（c）のいずれかのカテゴリーにも含
まれる．

この 4 つのグループのなかで最もリスクが高い
のは（c）である．なぜならこのグループは，英
語の習得に加えて，高校卒業に求められる教科学
習の知識が不足しているため，そのギャップを埋
めなければならないからである．（a）と（b）の
グループは母語のリテラシーならびに教育経験の
ギャップが少ないという点で英語習得には有利で
あるが，教科学習に必要な英語と学校教育の規範
や期待されることに慣れていかなければならない
困難を抱えている．

このようにニューカマー生徒が抱える困難やプ
レッシャーは多岐にわたる．Short & Boyson（2012）
は，ニューカマー・プログラムの主要な目標とし
て，「新来の生徒に基礎的な英語能力を習得させ
る」「内容領域の指導を行う」「ニューカマー生徒
がアメリカの学校システムに順応するのを助け
る」「ニューカマー生徒の母語リテラシーを強化
する」の 4 つ挙げている．

3.2 　ニューカマー・プログラムの特徴
ニューカマー・プログラムは，（1）学内に設置

されているもの，（2）学校外に設置されているも
の，（3）独立した学校の形で設置されているも
の 3 つのタイプに分かれるという（バトラー，
2016;  295–296）．学校内に設置されているタイプ

のメリットは，ニューカマー・プログラムの生徒
も休み時間や課外活動，体育など一部の教科の活
動を一般の生徒と一緒に行う機会があり，彼らが
学校のスタッフや生徒たちから完全に孤立しない
点である．学校外に設置されているケースでは，
学区内のいろいろな場所から生徒が集まってく
る．独自の時間割を組んだり，ある特定の学年に
特化した特別なカリキュラムを組んだりするな
ど，限られた人的・財政的な資源をできるだけ有
効に使うよう努力している．通常の学校のプログ
ラムや一般の生徒たちから遊離しすぎないよう
に，近くの学校とパートナーシップを組んで，活
動を一緒に行う機会を設けるなど工夫していると
ころもある．独立した学校のタイプは，学校教育
としての必要な体裁をすべて整えているので，生
徒はそのまま卒業するまで在籍することもでき
る．このタイプの多くは大都市にあり，学校教育
に中断があったり，義務教育年齢を超えてしまっ
たなどの理由から，通常の学校では卒業するのが
難しい生徒などを主な対象としている．

Short & Boyson（2012） ら が 2008 年 〜 2011 年
にかけて全米の中等教育レベルのニューカマー・
プログラムを対象に実施した調査によると 8），調
査対象となった 24 州の 63 プログラムに 10,899
人の生徒が在籍していた．2010 年度高校生レベ
ルの学校施設には，全生徒の内 73% が在籍し，
中学生レベルが 6%，中学生・高校生レベル向け
は 20% が在籍していた．生徒の年齢は 10 歳〜 21
歳に及んだ．生徒の出身国は 90 ヶ国以上にわた
り，55 以上の言語と方言を話した．言語別にみ
ると，スペイン語，アラビア語，北京語，フラン

第一言語のリテラシー
（First language literacy）

学年相当の教科内容の知識
（Grade level content 

knowledge）

英語のリテラシー発達
（English literacy 

development）
学年相当のリテラシーおよび
母語による学校教育経験

あり あり より早い

母語のリテラシーと部分的な
学校教育経験

あり なし 平均的

正規の学校教育の中断 / 母語
による学校教育経験の欠如

なし なし 初期段階は遅い

表 1　中等教育（中学・高校）段階のニューカマー生徒の教育経験とリテラシーの発達

注：学年開始後，途中で入学したニューカマー生徒は上記 3 分類のいずれかに分類される．
出典：Short, D. J. & Boyson, B. A. （2012）. Helping Newcomer Students Succeed in Secondary Schools and Beyond, Washington, DC: Center for Applied 
Linguistics, p.3.
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ス語，カレン語，ベトナム語の順に多い．全生徒
の 3 分の 1 は，先述の生徒の類型（c）に当ては
まり正規の学校教育の中断があった．90% 以上の
生徒が無料 / 減額ランチプログラムの対象であっ
た．学校施設については，38 プログラム（60%）
が学校内設置タイプ，15 プログラム（24%）が学
校外設置，10 プログラム（16%）が完全独立型の
プログラムであった．完全独立型プログラムの
数は最も少ないが，3 つのプログラムの中で最も
多くの生徒を抱えている（62%）．授業時間割は
70% が終日授業のあるタイプで，生徒の 90% が
所属している．6% は半日以上の授業，17% が半
日授業，5% が半日未満，2% がアフタースクー
ル・プログラムであった．生徒の在籍期間は，
1 年未満が 5%，1 年が 36%，1 年以上が 59% で
あった．CAL の調査では，2009 年時点でニュー
カマー・プログラムにより提供されている教育内
容は，84% が ESL，13% がバイリンガル・プログ
ラム，3% が ESL とバイリンガル・プログラム，
母語支援の混合タイプであった（Short, 2009）．

4 　サンフランシスコ統合学区のニューカ
マー・プログラム

4.1 　カリフォルニア州の児童生徒の状況
2018 年度カリフォルニア州の公立学校に在籍

する児童生徒数（幼稚園―12 年生）は約 620 万
人で，その内 EL 生徒が約 120 万人（19%）である．
学年別の比率でみると，EL 生徒は小学 1 年生に
最も多く 32%，学年が上がるごとに EL 生徒は減
少傾向にあり 12 年生 10% となっている（California 
Department of Education, 2019a）．EL 生徒を言語別
にみると，スペイン語話者が 82% と際立ってい
る（California Department of Education, 2019b）．
幼稚園から 12 年生までの人種民族別比率は，ヒ
スパニック / ラティノが 55%，白人 23%，アジア
系 9% となっており，ヒスパニック系児童生徒の
EL 生徒の比率が他の民族に比べて高いことがわ
かる（California Department of Education, 2019c）．
しかし，EL 生徒における外国生まれはむしろ少
なく，2012 年から 16 年にかけて全米で 71%，カ
リフォルニア州で 74% の EL 生徒がアメリカ生

まれであった（Sugarman and Geary, 2018）．
州内のサンフランシスコ統合学区（SFUSD）

の公立学校（幼稚園―12 年生）に 2018 年度在籍
する児童生徒は総計 60,390 人で，その内 EL 生徒
は 16,960（28%）であった（California Department 
of Education, 2019d）．EL 生徒を言語別にみると，
スペイン語が 8,202 人（48%）で最多で，広東語
3,604 人（21%），他の非英語話者 2,358 人（14%），
北京語 631 人（4%）と続く．

4.2 　サンフランシスコ統合学区ニューカマー・
プログラムの状況

SFUSD では，学校入学手続きの際の家庭言語
調査（Home Language Survey）で EL 生徒と判断
され，本人が特別な言語支援プログラムを望む場
合，家庭言語と英語力の診断テストを実施し，
その結果に基づき専門のカウンセラーと保護者
が相談し最終的に保護者が子どもの教育支援プ
ログラムを決める 9）．SFUSD の EL 生徒を対象
とした特別支援プログラムは，（1）Dual Language 
Pathways, （2）Biliteracy Pathways, （3）Secondary Dual 
Language Pathways, （4）Newcomer Pathways, （5）
Word Language Pathways, （6）English Plus Pathways
の 6 つがあり，それぞれ幼稚園から 12 年生まで
を対象としている．

この 6 つのプログラムのなかで，（4）Newcomer 
Pathways がいわゆるニューカマー・プログラムと
なる．ニューカマー・プログラムは新規にアメリ
カに来た移民の EL 生徒が，通常の言語プログラ
ムに移行するまでの間，アメリカの言語・文化を
学習し，アメリカの学校システムに順応するのを
助ける初期の教育プログラムとして位置づけられ
ている．

小学校は原則 1 年間のプログラムで，中学・高
校はそれぞれの生徒のニーズに応じて複数年在籍
することができる．学科目の授業以外に，身体面
精神面のサポート，住宅・法的支援も受けられる．
カリキュラム内容は集中的な英語学習の他，母語
を用いた学年相応の教科内容である．さらに，各
国の学校教育制度の違いにも対応した指導を行っ
ている．SFUSD では，小学校（幼稚園―5 年生）
2 カ所（広東語，スペイン語），中学校（6 年生
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―8 年生）4 カ所（ニューカマー生徒の全ての言
語），高校（9 年生―12 年生）7 カ所（ニューカマー
生徒の全ての言語）のニューカマー・プログラム
が設置されている．以下では，筆者がフィールド
ワークを実施した SFUSD のニューカマー・プロ
グラムを事例にその特徴と課題について考察して
いく．

5 　サンフランシスコ統合学区のニューカ
マー・プログラムの事例

5.1 　Y 小学校の概要
Y 小学校はサンフランシスコ・チャイナタウン

に位置し，中国からアメリカにやって来た幼稚園
から 5 年生までの EL 生徒を受け入れている完全
独立型のニューカマー・プログラムである 10）．
児童の大半は広東語を家庭言語とするが，中国の
方言を話す児童もおり，中国の標準語である北京
語は全員が話せる．本校児童は，学区の通常のカ
リキュラムを提供している学校に転校するまでの
原則として 1 年間この学校で学ぶ．2018 年度の
在籍児童は 50 人で，その内 EL 生徒は 46 人（92%）
であった．残り 4 人の内訳は，英語のみ（English 
only）2 人，言語能力未判定 2 人であった（California 
Department of Education, 2019e）．保護者が新規の
移民ということで，社会経済的に不利な状況にあ
る子どもは 90% とかなり高い．

入学時のプレースメント・テストは子どもの
入学時点の言語能力を測定する診断テストで， 
2018 年度から The New English Language Proficiency 
Assessment for California（ELPAC）が採用され，
英語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の四技能
が測られる．このような過程を経て，Y 小学校の
ニューカマー・プログラムの対象者が決定される．

Y 小学校は年度途中の入学が可能で，人数は年
度によって異なるが，T 先生によると，年度途中
で何人のどの年齢の子どもが入学してくるか予想
不可能なことが課題の 1 つである 11）．Y 小学校で
はニューカマーの子どもの基本的な英語力の習
得を目指すが，指導にあたっては児童の第一言
語を使った内容重視のシェルター英語（sheltered 
English）を取り入れている．そのため，教員の

ほとんどは広東語または北京語のバイリンガルで
ある．放課後は学校内でアフタースクール・プロ
グラムが開講されており希望する児童はそこで学
習が継続できる．

5.2 　Y 小学校の教育支援の取り組みの特長と課
題
（1）家族と学校をつなぐファミリー・リエゾ
ン
これまで述べてきたように，Y 小学校は学区が

指定したニューカマー・プログラムを提供する教
育機関なので，新規の移民の子どもだけを受け入
れ，児童は通常の学校に転校するまでの間，英語
やアメリカの学校システム，決まり事などを学習
する．アメリカにやってきたばかりの子どもたち
に対して，原則 1 年間という期限付きで支援を行
うことについて，K 校長は「家族の支援」の重要
性について言及した 12）．

本校は子どもの学習面ではよくやっていると思
うが，家族の様々な問題についてはまだ十分対応
できていないところがある．（中略）移民家族は
しばしば自分のアイデンティティの喪失に陥る．
親は仕事がなく，子どもは全く新しい学校にくる
ことで，多くのものを失っている．出身国とのつ
ながりを絶たれた子どもはアメリカに来ても必ず
しも幸せでない．子どもは祖国にいる祖父母のこ
とを心配し，中国の友達のことを気にしている．
アメリカは勉強する環境は整っているが，子ども
たちの心はつぶれている．子どもたちから中国に
帰りたいという言葉をよく聞く．彼らの情緒的な
安定が大事である．子どもが学校を安全と感じて
いるか，幸せに感じているのか，自分が受け入れ
られていると感じているかが私は大事だと思う．

（Y 小学校，男性，K 校長）

K 校長は，新来の家族や子どもの初期の学校生
活において，単に学習面の支援だけではなく，子
どもの情緒面のサポートが大事であると述べてい
る．さらには家族との関係を非常に重視してお
り，学校と家族をつなぐ「ファミリー・リエゾン

（family liaison）」を務める T さんの存在が，子ど
もや保護者の支援に不可欠であると語った．
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T さんは 2011 年から，Y 校でファミリー・リ
エゾンとして働いている 13）．T さんは 16 歳のと
きに家族とともに中国からアメリカに来て，自身
がニューカマー・ハイスクールに通った．T さん
は英語のレベルが高かったので，年度途中から通
常の高校に編入し，高校卒業後は大学に進学し児
童発達を専攻し，大学在学中からアフタースクー
ル・プログラムで北京語を教える仕事を始め，そ
の後今のファミリー・リエゾンの仕事に就いたと
いう．Tさんは北京語と広東語を話すことができ，
仕事の主な内容は子どもの入学時に保護者に対し
てガイダンスを行い保護者が求めている情報を提
供したり，スクールツアーをして保護者が他の学
校を見学する調整を行っている．またアメリカの
学校システムに不慣れな保護者に学校のしくみに
ついて説明会を開いている．まさに学校と家族を
つなぐ役割を果たしているのである．T さんは今
の仕事についてどのように感じているのだろうか．

子どもたちは中国に友達がいて，会えなくてさ
みしがっている．アメリカに来たのはあくまでも
保護者の都合であって，アメリカに来たくなかっ
たという子どももいる．子どもに選択肢は与えら
れていない．私自身の場合も親が決めたので渡米
時のよい思い出はない．（中略）ファミリー・リ
エゾンの仕事の 1 つは家族に基本的な学校システ
ムについての情報を与えることである．また，子
どもたちのほとんどは EL 生徒なので，保護者は
EL 生徒とはどういうことなのかを知る必要があ
る．（中略）私は学区の通訳もしていて，数週間
前にも保護者のワークショップに出席し，保護者
たちに会った．ワークショップで保護者がいろい
ろな情報を得られるよう働けるのはうれしい．自
分の母はアメリカの学校システムについて知らな
かったが，子どもたちの保護者は自分たちも学校
システムについて知る必要があることを理解する
べきである（Y 小学校，女性，T さん）．

T さん自身が中国からの移民であるという体験
をニューカマーの子どもの立場と重ね，彼らの置
かれている状況や心情をくみとり，中国語を介し
て親子を支援できる今の仕事にやりがいと満足感
を得ていることがうかがえる．T さんの仕事に向

き合う真摯な態度は，T さんの話を隣で聞いてい
た K 校長の話からもうかがえた．K 校長は T さ
んの役割の重要性を認識し彼女の仕事ぶりを高く
評価した．

T さんは自分の仕事に情熱を持っている．（中
略）ファミリー・リエゾンとしての T さんは，
私たちの学校が成功するために鍵となる人物であ
る．保護者は自分たちが受け入れられている，学
校は自分たちの声を聞いてくれる，自分たちが歓
迎されていると感じると喜ぶ．教師の勤務時間は
朝 8 時から夕方 4 時までで，保護者は 8 時前に子
どもを連れてきて，子どもは 4 時以降も学校にい
るので，教師が保護者と直接顔を会わせる機会は
少ない．T さんは夜遅くに保護者と連絡を取った
り，インターネットで保護者に学校に関わる多く
の情報を与えている．いったんファミリー・リエ
ゾンのよい評判がたつと，それが保護者の間に拡
がっていくのである（Y 小学校，男性，K 校長）．

上記の事例は，子どもの教育や将来のよりよい
人生を願い，多くのものを犠牲にして祖国を後に
した移民家族が移住先で経験する困難の大きさ
や，彼らを受け入れた学校は，子どもの言語習得
や子どもがアメリカの学校生活に早く慣れるこ
と，学業成績だけに関心を向けるのではなく，子
どもの情緒面や家族の移住経験をも踏まえた幅広
い視点から支援策を考えていく必要のあることを
示唆している．その際，学校とニューカマー家族
をつなぐファミリー・リエゾンの存在は大きい．

（2）異年齢混合クラスとコミュニティ・サー
クル
Y 小学校は，年度途中のいつニューカマー児童

が入学してくるか予測できないため，年齢の異な
る子どもがいつ入学しても対応できるようにして
おく必要がある．Y 小学校では，断続的に入って
くる子どもに対してどのようなカリキュラムを編
成し，どのような指導体制を組んでいるのだろう
か．M 先生は，K–2 年（幼稚園から 2 年生）の
指導方法について，学年の異なる児童を 3 人の教
師がチームを組み指導する体制について次のよう
に語った．
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この学校では，K–2 年の子どもをその子どもの
英語力レベルに応じて初級（low）・中級（middle）・
上級（high）の 3 クラスに分け，（1 人の教師を 1
つのクラスに縛って担当させるのではなく）チー
ムで指導している．子どもはアセスメントテスト
で合格すると，上のレベルのクラスに移る．そう
することで，3 人の教師は英語能力がほぼ同等の
子どもに対して，その能力に適した指導に集中で
き，子どもも同じレベルの子どもと一緒に学習す
ることができる．（中略）このスタイルにするこ
とで子どもの学びを促進させることができると考
えている．この学校は年度途中で入学してくる子
どもが多い．1 人の教師が英語能力の高い子ども
だけを受け持ち，別の教師はアメリカに来たばか
りの子どもに ABC から教えるというやり方は適
切ではないと考えている．（Y 小学校，女性，M
先生）

M 先生は，EL 生徒に対して英語だけで指導す
る English Language Development（ELD）14）のクラ
スの上級を受け持っているが，算数のクラスは中
級で，英語の読解のクラスは初級を担当していた．
このようなクラス編成にすることで，ほぼ同じレ
ベルの子どもを 1 つのクラスに配置することがで
きると同時に，3 人の教師がすべてのレベルの子
どもの指導に当たることができ，教員同士が子ど
もの学習状況や様子について情報を共有すること
が可能となる．異年齢合同クラスということで，
低学年の子どもが授業についていけるかという筆
者の質問に対して，M 先生は「英語能力が不十
分でも，認知能力が発達していればコンセプトを
はっきりと理解できる．ですから子どもが混乱し
ないようにすることが大事である．認知能力の発
達は個々の子どもによって異なる．滞米期間は同
じでも，幼稚園児で 2 年生レベルのテキストを読
解できる能力のある子どももいる」と述べ，子ど
もの認知能力に個人差があるので異年齢混合クラ
スは問題ないという考えを述べた．

Y 小学校の先駆的な取り組みとして，コミュニ
ティ・サークル（community circle）がある．これ
は，午前中のホームルームの時間のうち 30 分ほ
どを使って，教師と児童が様々なトピックについ

て意見交換をするというものである．

コミュニティ・サークルで子どもと意見を共有
している．例えば今月はセルフコントール（self 
control）について取り上げ，それについて教師と
子どもが意見交換をしている．（中略）コミュニ
ティ・サークルの時間で，様々なテーマ，例えば
感情や行動の問題などについて話し合うことで，
子どもが他の授業でうまくやっていくための準備
をする．（Y 小学校，女性，M 先生）

コミュニティ・サークルは，新しい児童をクラ
スに紹介する時間でもあるという．外国に移住す
るという劇的な変化を体験した子どもが，喪失体
験を乗り越え自信を取り戻し，英語の習得だけで
なくアメリカの学校のシステムにうまく移行でき
るようにしっかりと支援していくための時間がコ
ミュニティ・サークルなのかもしれない．

6 　結論

本稿で論じてきたように，移民国家アメリカで
は英語能力が不十分な EL 生徒に対して，様々な
バイリンガル・プログラムを長く提供してきて
おり，教育現場での実践や理論，指導アプロー
チの研究の蓄積がある．なかでも 2018 年時点で
EL 生徒 120 万人が在籍するカリフォルニア州で
は，ESL や移民の子どもの母語と英語を教育活
動に取り入れたバイリンガル教育が，EL 生徒の
英語習得や母語能力保持発達の観点から主要な
教育プログラムとして長年実践されてきた．他
方，全米あるいはカリフォルニア州では EL 生徒
の 7 割がアメリカ生まれであり，アメリカ生まれ
の EL 生徒に提供されている従来の教育プログラ
ムが，ニューカマー生徒のニーズに必ずしも対応
できていないという指摘があった．ニューカマー
生徒を対象としたオルタナティブな教育支援とし
てのニューカマー・プログラムは，新来の移民の
子どもが，通常の学校教育に移行するまでの最長
18 ヶ月間，基礎的な英語の習得やアメリカの学
校システムを学ぶ初期の教育プログラムとして位
置づけられている．

しかしながら，本稿の Y 小学校での事例でみ
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てきたように，学校現場では多様な子どもたちに
対して，単なる英語力習得や学校のしくみについ
て学ぶだけにとどまらない様々な課題があり，管
理職はじめ教師や職員がそれぞれの立場で創意工
夫を凝らして取り組み行っていた．自分自身が移
民である T さんは，ファミリー・リエゾンとい
う仕事に情熱を注ぎ，K 校長の強力なサポートの
もと保護者から厚い信頼を得ることで，学校と家
族をつなぐ役割をみごとにこなしていた．M 先
生が受け持つ異年齢混合クラスは，いつどのよう
な年齢の子どもが入学しくるかわからない状況へ
の対応であり，チーム編成で異年齢の児童の指導
にあたることで教員同士の情報共有を容易にして
いる．コミュニティ・サークルは，毎朝特定のト
ピックについて子どもたちと意見交換すること
で，アメリカの学校になじみのうすい子どもが遭
遇するであろう様々な困難に立ち向かう力を子ど
もにつけさせ，子どもの学習活動や学校生活への
スムーズな移行を助ける意味がある．

他方で，ニューカマー・プログラムに所属する
生徒は，渡米初期に同じような境遇の移民のクラ
スメートと一緒に，言い換えれば多数派のアメリ
カ人あるいは通常の ESL やバイリンガル・プロ
グラムを受けている生徒とは異なる教室や学校施
設で学習する．このような教育環境，とりわけ独
立型のニューカマー・プログラムでは，生徒が英
語を母語とするアメリカ人生徒と接触する機会が
なく，子どもの言語獲得の模範となりうる英語話
者から生の英語を学ぶ機会が閉ざされてしまう．
また，クラスメートや同級生からアメリカ社会の
規範や慣習について学ぶこともほとんどない．こ
のような形でニューカマー生徒を学校に抱えこむ
ことで，結果的にアメリカ人の英語話者から彼ら
を分離しているという否定的な見方もある（Faltis 
& Arias, 2007;  Scully, 2016）．

本稿の事例として取り上げた Y 小学校は独立
型のニューカマー・プログラムで，1 年間の期間
限定ではあるが，物理的に英語を母語とするアメ
リカ人の子どもから分離された教育環境といえ
る．一方，管理職をはじめ教職員が子どもや保護
者の問題と真摯に向き合い，親子を様々な面から
熱意をもってサポートしていこうという姿勢は，

家族からの信頼獲得につながっている．実際，筆
者が学校訪問していた時，保護者がひんぱんに相
談に訪れ K 校長と T さんはその対応に忙しくし
ていた．保護者は学校が子どもにとって安全な場
であり，自分たち親子を理解してくれていると感
じることで，子どもを安心して学校に預けること
ができ，それが子どもの情緒面の安定によい影響
を与えていると思われる．彼らが国境を超える移
動を体験したニューカマーという特殊な状況であ
ることを考慮し，子どもの学業達成だけにとらわ
れない，家族を含めた包括的な支援が重要である
ことが示唆される．

注
1） カリフォルニア州教育省によると，「EL 生徒」

とは幼稚園から 12 年生までの児童生徒で，家
庭言語が英語以外でかつ入学後最初のカリフォ
ルニア州英語能力評価で英語能力が不十分なた
め，通常の教育プログラムについていくことが
できないと判断された者である．カリフォルニ
ア州では，2018 年度から EL 生徒の診断テス
トとして，The New English Language Proficiency 
Assessment for California（ELPAC）が採用され
ている．それ以前は California English Language 
Development Test（CELDT）が使用されていた．

2） 「二言語教育法」制定により，バイリンガル教
育プログラムを対象として，教員研修や教材開
発のための補助金が支給され資金の確保が保障
されるようになった．しかし，バイリンガル教
育プログラムは，その時々の社会政治情勢の影
響を受け，1980 年代のレーガン政権時代には投
入される補助金が大幅に削減された．1998 年
カリフォルニア州では州民提案 227 が住民投票
によって可決され，公教育においてバイリンガ
ル教育が公的に廃止された．しかし，EL 生徒
が多いカリフォルニア州の公立学校，とくに都
市部ではバイリンガル教育プログラムが縮小さ
れながらも継続してきたところが少なくない．

3） バイリンガル教育プログラムは，母語である程
度の読み書きができ，学校教育の規範がある程
度分かっていることを前提としており，母国で
十分な教育を受けられなかったり，学校教育が
一時中断してしまった子どものニーズには適
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していないといわれている（バトラー，2016;  
294–295）．

4） 関係者のプライバシー保護のため，学校名は仮
名を使用した．

5） バイリンガル・プログラムは，その目的や子
どもの使用言語（主流派言語話者か少数派言
語話者か），クラスでの 2 言語の使い分け，最
終的な言語到達目標等によって，Weak forms 
of bilingual education と Strong forms of bilingual 
education の 2 つに分類される．Weak forms of 
bilingual education には，移行型（transitional），
外国語型（mainstreaming with world），分離型

（separatist）がある．Weak forms は，言語の比
重を徐々に主流派言語（この場合，英語）に
移行していくことに重点が置かれるが，生徒
の母語をどの程度残すかなどの点で違いがあ
る．Strong forms of bilingual education には，イ
マ ー ジ ョ ン（immersion）， 維 持 型 / 継 承 型

（maintenance/heritage language），双方向型 /2 重
言語型（two way/dual language），主流型バイリ
ンガル（mainstream bilingual）がある．いずれ
も主流派言語と母語の 2 つの言語の取得を目指
すが，その程度に違いがあり上記のように分類
される（Baker and Wright, 2017）．

6） 本報告書は，CAL がニューヨークの Carnegie 
Corporation の委託を受け，3 年間全米の中等教
育段階の模範的なニューカマー・プログラムに
対して実施した研究プロジェクトの調査結果を
まとめたものである．

7） 「母語（native language）」と同様の言葉に，「第
一言語（first language）」がある．本稿では母語
および第一言語を互換的に用い「最初に学んだ
言語」あるいは「最も熟達した言語」という意
味で使用する．

8） 調査方法はランダム・サンプリングではなく，
調査実施者が定義するニューカマー・プログラ
ムと合致したプログラムを対象に，ウェブサイ
ト上の広報や学会での告知などの様々な方法
で，中学・高校段階のニューカマー・プログラ
ムの調査への参加を呼びかける形で行われた．

9） SFUSD Multilingual Pathways Department, 2019–
2020 School Year English Learner Program Guide
を参照．

10） Y 小学校の概要は，筆者が学校訪問し管理職や
教職員から聞き取りをした内容や SFUSD の資
料に基づく．

11） 2019 年 1 月 30 日，K–2（幼稚園―2 年生）受け
持ちの M 先生へのインタビュー．

12） 2019 年 1 月 30 日，Y 小 学 校 K 校 長 イ ン タ
ビュー．

13） 2019 年 2 月 11 日，Y 小学校職員 T さんインタ
ビュー．

14） いわゆる ESL と同様，EL 生徒に対して英語だ
けで指導を行い英語能力の向上を目指すプログ
ラムである．
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